
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 算数 ポイント 名前

規則性(図形の並び) 月 日

まとめ 規則性(図形の並び) 規則性 標準

① 1番目・2番目・3番目の個数を表にして、ふえ方(差)を見つける　② ○番目は「はじめの個数 + ふ
える個数 ×(○ − 1)」　③ となりあう図形が共有する部分は、2回数えない

例

(1) マッチ棒で正方形を横一列にならべる。1個で4

本、2個で7本、3個で10本。10個では何本?

1個ふえるごとに、3本ふえる(となりと1本を共有

するため)

はじめの1個は4本

4 + 3 ×(10 − 1)= 31

31本

表にして、ふえ方が一定かを確かめてから式にす

る。「ふえる本数 ×(個数 − 1)」の「− 1」を忘れ

やすい

(2) マッチ棒で、正方形をたて2段・横5個にならべた

格子の形をつくる。マッチ棒は何本?

横向きの棒は、1段に5本ずつで、線は 2 + 1 =

3本ある。5 × 3 = 15本

たて向きの棒は、1列に2本ずつで、線は 5 + 1 =

6本ある。2 × 6 = 12本

15 + 12 = 27

27本

格子は、横向きの棒とたて向きの棒に分けて数

える。「線の数は、ならべた数 + 1」を植木算と同

じように確かめさせる

(3) 1辺が2、3、4、…、10個の中空の正方形を、1つ

ずつ別々につくる。碁石は全部で何個?

1辺が2個のとき4個、3個のとき8個、…、10個の

とき (10 − 1)× 4 = 36個

4、8、12、…、36 は、4ずつふえる数が 9個なら

ぶ

(4 + 36)× 9 ÷ 2 = 180

180個

「1番目から○番目までの全部」は、個数のならび

の和。(はじめ + おわり)× 個数 ÷ 2 を使う。個

数を数えまちがえない
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